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市
民
の
良
識

、
維
新
野
望
砕
く
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住民投票
　
大
阪
市
を
廃
止
す
る
こ
と
の
是
非
を
間
う
住
民
投
票

が
１
日
行
わ
れ
、
開
票
の
結
果
「
反
対
」
多
数
と
な

り
、
大
阪
市
の
存
続
が
決
ま
り
、
制
度
案
は
廃
案
と
な

り
ま
し
た
。
１
３
０
年
の
歴
史
を
も
つ
大
阪
市
を
つ
ぶ

し
、
権
限
も
財
源
も
「
都
（
府
）
」
に
吸
い
上
げ
、
「
―

人
の
指
揮
官
（
知
事
）
」
の
や
り
た
い
放
題
の
体
制
を

つ
く
ろ
う
と
す
る
大
阪
維
新
の
会
（
代
表
・
松
井
一
郎

大
阪
市
長
）
の
野
望
を
市
民
の
良
識
が
打
ち
砕
き
ま
し

た
。
投
票
率
は
6
2
・
3
5
必
（
前
回
6
6
・
8
3
価
）
。

　
大
阪
市
を
廃
止
・
分
割
す
る
「
大

阪
都
」
構
想
の
制
度
案
否
決
は
、

２
０
１
５
年
５
月
の
住
民
投
票
に

続
い
て
２
度
目
。
維
新
は
前
回
反

対
だ
っ
た
公
明
党
を
抱
き
込
み
、

２
度
目
の
住
民
投
票
に
持
ち
込
み

ま
し
た
が
、
制
度
案
は
特
別
区
の

数
を
五
つ
か
ら
四
つ
に
変
え
た
ぐ

１口、大阪市「反対」多数の報道に喜びを爆発させる市民
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会
見
す
る
（
前
列
左
か
ら
）

福
井
、
荒
田
、
山
中
、
柳
の

各
氏
＝
１
日
、
大
阪
市
北
区

ら
い
で
骨
格
は
同
じ
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
も
特
別
区
設
置
の
２
０
２
５

年
１
月
１
日
時
点
で
は
「
維
持
す

る

1 ‐
が
、
そ
れ
以
降
は
維
持
す
る
よ

う
「
努
め
る
」
と
い
う
努
力
義
務
に

し
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
日
本
共
産
党
も
加
わ
る
「
大
阪

市
を
よ
く
す
る
会
」
と
「
明
る
い

民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
」

は
、
特
別
区
に
な
れ
ば
毎
年
約
２

０
０
億
円
の
財
源
不
足
に
な
り
、

特
別
区
設
置
コ
ス
ト
が
1
5
年
間
で

１
３
０
０
億
円
も
か
か
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
は
避
け
ら
れ
な
い
と
指
摘
。

　
「
大
阪
市
を
残
し
て
こ
そ
、
命
と

暮
ら
し
を
守
る
ま
ち
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
一
方
、
大
阪
維
新
の
会
は
１
日

も
「
『
都
構
想
で
住
民
サ
ー
ビ
ス

低
下
』
は
す
べ
て
デ
マ
で
す
」
と

の
ピ
ラ
を
配
布
。
松
井
一
郎
代
表

　
（
大
阪
市
長
）
ら
が
マ
イ
ク
を
握

っ
た
街
頭
説
明
会
で
は
「
大
阪
を

衰
退
さ
せ
た
の
は
共
産
党
」
（
維
新

府
議
）
な
ど
の
デ
マ
攻
撃
ま
で
し

て
大
阪
市
解
体
に
異
常
な
執
念
を

み
せ
ま
し
た
が
、
市
民
の
良
識
の

前
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
す
の
大
阪
つ
く
る
希
望
に

　
　
　
二
つ
の
会
と
共
産
党
が
会
見

　
　
「
や
っ
た
」
「
あ
す
の
希
望
に

つ
な
が
る
」
。
午
後
1
0
時
4
4
分
に

　
「
反
河
多
数
確
実
」
の
速
報
が
流

れ
る
と
、
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
抱

き
合
っ
て
喜
び
あ
い
、
泣
き
崩
れ

る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
「
明
る
い

民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
」
の

荒
田
功
事
務
局
長
と
「
大
阪
市
を

よ
く
す
る
会
」
の
福
井
朗
事
務
局

長
、
日
本
共
産
党
の
柳
利
昭
府
委

員
長
、
山
中
智
子
市
議
団
長
は
、

大
勢
判
明
後
、
大
阪
市
内
で
記
者

会
見
し
ま
し
た
。

　
荒
田
氏
は
「
大
阪
市
を
愛
す
る

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
思
い
が
今

日
こ
っ
し
て
一
つ
の
結
果
を
生
ん

だ
こ
と
は
、
あ
す
の
大
阪
を
つ
く

っ
て
い
く
大
き
な
希
望
に
つ
な
が

っ
て
い
く
」
と
の
べ
、
柳
氏
は
「
大

阪
市
を
守
り
生
か
そ
う
と
市
民
の

良
識
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
、
賛

成
に
投
票
さ
れ
た
方
も
大
阪
市
を

よ
り
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
は

共
通
。
政
令
市
の
力
を
生
か
し
て

市
民
の
命
、
暮
ら
し
と
営
業
を
守

る
た
め
に
す
べ
て
の
み
な
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　
山
中
氏
は
「
こ
れ
で
ノ
ー
サ
イ

ド
（
終
了
）
に
し
て
、
制
度
い
じ

り
で
は
な
く
、
当
た
り
前
の
自
治

体
に
戻
し
な
が
ら
、
政
令
市
を
残

し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
市
民
と
一
緒
に
市
政
を

す
す
め
て
い
き
た
い
」
と
涙
ぐ
み

な
が
ら
語
り
ま
し
た
。
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